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	教育長報告
議案第12号　　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について
議案第13号　　日田市立中学校寄宿舎入舎生の帰省に要する交通費の負担に関する規程の制定について

議案第14号　　日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の一部改正について

議案第15号　　日田市立学校児童生徒就学援助規程の一部改正について

議案第16号　　日田市立学校児童生徒特別支援学級就学援助規程の一部改正について

議案第17号　　日田市公民館運営検討委員会設置要綱の制定について

議案第18号　　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例施行規則の制定について

議案第19号　　日田市豆田町伝統的建造物群保存地区保存計画の一部変更について

議案第20号　　日田市社会教育指導員の委嘱について

報告第３号　　寄附採納（２月期分）

開会のあいさつ

前回の定例会の議事録について確認をお願いいたします。

訂正などございませんか。

特に無ければ後ほど署名をお願いいたします。

それでは、次に教育長からの報告をお願いいたします。

私から卒業式について報告があります。
小学校、中学校共に今日までで卒業式が終了しました。今のところ、クレームの電話はありません。

今までですと、日の丸や校歌の斉唱についての苦情がありましたが、今年はありませんので、極めて整然とした卒業式が行なわれたものと思います。

他所の県や大分市では、国旗が角の方に追いやられている様子を見ますが、日田市ではその意識と言うものが変わってきたのではないかなと思っています。

それと、先ほど髙倉委員長から挨拶にありましたように、昨日が市役所の職員の内示、明日が学校職員の内示があります。

教育委員会もたくさんの職員がおりますが、この会議のメンバーもほとんどが退職や異動で顔ぶれが大きく変わります。

この顔ぶれでの教育委員会も最後となります。

一年間、大変ありがとうございました。

ありがとうございました。

只今の報告事項についてご質問はありませんか。

無ければ、議事をお願いします。
議案第12号　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について、教育総務課お願いします。

議案集の１ページをお開きください。

議案第12号　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について、でございます。

本議案は、日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正を改正するものでございます。平成22年３月31日を持って閉校する、柚木小学校の名称を削除するものでございます。
本規程の施行は、平成22年４月1日でございます。

以上でございます。
只今、
今日のこの顔ぶれで明日、小中学校の校長・教頭の人事配置について、日田市はどの様にしますという返事をしなければなりません。

この会議が終りました後、ご説明申し上げて決裁を頂きたいと思います。

会議が終了した後、委員の皆様にはよろしくお願いいたします。

只今の教育長の報告にご意見ご質問がありましたらどうぞ。

無ければ、議事に入ります。
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	開会のあいさつ
前回の定例会の議事録について確認をお願いいたします。

訂正などございませんか。

特に無ければ後ほど署名をお願いいたします。
それでは、初めに教育長からの報告をお願いいたします。
私から一点だけご報告がございます。

明日、小中学校の校長・教頭の人事配置について、日田市はどの様にしますという返事をしなければなりません。

この会議が終りました後、ご説明申し上げて決裁を頂きたいと思います。

会議が終了した後、委員の皆様にはよろしくお願いいたします。

只今の教育長の報告にご意見ご質問がありましたらどうぞ。

無ければ、議事に入ります。
議案第１号日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課お願いします。
議案第１号でございます。議案集の1ページをお願いいたします。

議案第１号日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、今回の市議会第１回定例会に上程いたします議案でございます。

補正額は、237,489千円の減額補正でございます。その主な内容は、国の経済危機対策による事業で、地域活性化・きめ細やかな臨時交付金を活用した事業と各事務事業の調整と決算見込みによる係数の整理によるものでございます。
教育委員会所管の教育費については、111,526千円の追加補正であり、その主な内容は、東部中学校の大規模改修による事業費、地区公民館の改修による事業費、平野球場の改修による事業費などでございます。
詳細な内容は、書記よりご説明させます。

別冊資料によって説明。

只今説明のありました「議案第1号日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費」について、ご意見ご質問はございませんか。
地域活性化・きめ細やかな臨時交付金については、追加資料の方が分かり易いかもしれません。
ご質問などございませんか。

無ければ、議案第１号日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費については、原案の通り議決することといたします。

次の２号議案をお願いいたします。

議案第２号　「平成22年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費について」教育総務課お願いします。

議案第２号でございます。
第1号と同様に今回の市議会定例会にかけます議案で、日田市の平成22年度一般会計の予算額は、36,387,063千円で前年度と対比いたしますと2.4％の増でございます。

当初予算における教育の予算額は、3,409,284千円で前年度対比17.9％の増でございます。その主な要因は、咸宜小学校の校舎、南部中学校の校舎、そして東有田中学校の屋内運動場の建設事業によるものでございます。

内容は、別紙の資料に基づき書記が説明いたします。
資料に基づいて説明。

ありがとうございました。
只今説明のあった議案第２号　「平成22年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費について」ご質問ご意見はございませんか。

一つひとつお尋ねしたいこともあるのですが、また別に勉強会を行なうということでよろしいですね。

はい。そうでございます。

事前に勉強会を開いていただきましたので、大変助かりました。

ご質問ご意見など無ければ、議案第２号　平成22年度日田市一般会計歳入歳出予算教育費については、原案の通り議決することといたします。
議案第３号から第５号までは、工事請負契約について一括して説明いたします。
議案集の3ページをご覧ください。
議案第３号　工事請負契約　「咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事1期の締結について」でございます。
契約の目的は、咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事でございます。

契約の方法は、共同企業体による一般競争入札で、金額は、295,050,000円でございます。

契約の相手方は、（株）江藤工務店・（株）渡辺工務店建設工事共同企業体でございます。

契約の理由は、工事請負契約を締結するに当たり、予定価格が1億5,000万円以上であるため、議会の議決に付すべき契約に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

４ページをお願いいたします。
工事の概要でございます。木造２階建、延床面積は、1,487.77平方メートルの新築の校舎でございます。

普通教室、特別支援教室、プレイルームなどでございます。

工事の場所は、現在咸宜小学校がございます、淡窓１丁目５番13号でございます。

工期は、議会の議決のあった日の翌日から平成23年２月15日でございます。

契約保証金については、契約規則第８条第２項第８号の規定による保証でございます。

次に、議案第４号　工事請負契約　「南部中学校教室棟建設主体工事の締結について」でございます。

３号と同様に共同企業体による一般競争入札で、契約金額は296,100,000円です。

契約の相手方は、（株）諌山工務所・河津建設（株）建設工事共同企業体でございます。

理由は、議案第３号と同様に予定価格が1億5,000万円以上であるため、議会の議決に付すべき契約に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

６ページをご覧ください。

工事の概要でございますが、構造はＲＣ造３階建、延床面積2,005.00平方メートルで普通教室、特別活動室、被服室などを整備いたします。
工事の場所は、現在の教室棟と同様に銭渕町288番地で、工期は、議会の議決のあった日の翌日から平成23年２月18日まででございます。

契約保証金については、第３号議案と同様でございます。
次に７ページをご覧ください。

議案第５号　工事請負契約　「東有田中学校屋内運動場新増改築建築主体工事の締結について」でございます。

契約の目的は、東有田中学校屋内運動場新増改築建築主体工事でございます。

契約の方法は、共同企業体による一般競争入札で、金額は、271,950,000円でございます。

契約の相手方は、（株）中野組・（株）川浪組建設工事共同企業体でございます。

契約の理由は、工事請負契約を締結するに当たり、予定価格が1億5,000万円以上であるため、議会の議決に付すべき契約に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

８ページをお願いいたします。

工事の概要でございます。ＲＣ造２階建、一部木造で、延床面積は、1,565.20平方メートルでございます。

アリーナ１面、ステージ、教官室、ピアノ置場などの施設を整備いたします。

工事の場所は、現在と同じ諸留町488番地２でございます。

工期は、議会の議決のあった日の翌日から平成23年１月31日でございます。

契約保証金については、契約規則第８条第２項第８号の規定による保証でございます。

以上でございます。
ありがとうございました。
只今説明のありました議案第３号から第５号までのうち、議案第３号　工事請負契約　「咸宜小学校校舎新増改築建築主体工事1期の締結について」ご質問ご意見はありませんか。

無ければ、議案第３号は、原案の通り議決することといたします。
次に議案第４号　工事請負契約　「南部中学校教室棟建設主体工事の締結について」ご意見ご質問はありませんか。
無ければ議案第４号は、原案の通り議決することといたします。
次に、議案第５号　工事請負契約　「東有田中学校屋内運動場新増改築建築主体工事の締結について」ご意見ご質問はありませんか。

無ければ、議案第５号は、原案の通り議決することといたします。
それでは次の議案をお願いいたします。

議案第６号　財産の取得について、教育総務課お願いします。
議案集の９ページをご覧ください。
議案第６号は、財産の取得でございます。取得の目的は、小中学校に教育用コンピュータを整備するもので、その数量は、小学校児童用コンピュータ57台、中学校生徒用コンピュータ353台、中学校教師用コンピュータ12台、小学校、中学校用プリンターがそれぞれ42台と24台、その他に機器設定、ソフトウェア等一式でございます。

契約の方法は、指名競争入札で、取得価格は、93,240,000円。

取得の相手方は、株式会社　オーイーシーでございます。

理由でございますが、予定価格が2,000万円以上であるため、日田市有財産条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものです。
10ページをご覧ください。

整備しようとするコンピュータは、富士通で、プリンターは、キャノン製品でございます。以上でございます。
議案第６号　財産の取得についてご意見ご質問はありませんか。
業者は、日田市外となっていますが故障や修理の時に支障はありませんか。

特に問題はございません。
他にございませんか。
無ければ、議案第６号は、原案の通り議決することといたします。

ここで会議を中断し、県内一周駅伝の日田市ゴールの応援をしたいと思います。

４時から再開とします。

一時中断

会議を再開いたします。
次の議案をお願いいたします。

議案第７号　日田市高校生就学援助事業補助金交付要綱の一部改正について学校教育課お願いします。

11ページをご覧ください。議案第７号でございます。
日田市高校生就学援助事業補助金交付要綱の一部を改正するものです。

この要綱は、市内高等学校に自宅から通学することが遠距離のため困難なことから、下宿、学生寮、アパート、親戚宅を利用している生徒保護者の経済的負担を軽減することを目的とするものでございます。
この交付金の仕組みは、まず年度当初に親御さんから見込みの金額を記入した申請書を提出していただきます。
それを元に４月から９月までの実際の領収書などを提出していただきます。

10月位に審査を行い、前期分をお支払する。３月には年間の支払額を提出していただいて前期分を除いた金額をお支払するようになっています。

そこで11ページをご覧ください。

改正前は、毎年５月までに教育委員会に提出しなければならないとなっていました。

現実には、それ以降、年度途中にアパートなどに入居することも十分にありえますことから、第６条に「６月以降の下宿等の利用に係る申請者にあっては、下宿等利用を開始した日の属する末日まで」という部分を追加するものでございます。

はい。ありがとうございました。

議案第７号についてご意見ご質問はありませんか。

無ければ、議案第７号は原案の通り議決するものといたします。

次をお願いいたします。

議案第８号　他市町村からの通級実施要領の制定について学校教育課お願いします。

議案第８号は、他市町村からの通級実施要領の制定について、でございます。
学習障害や注意欠陥・多動性障害など色々な子どもたちがいるわけですが、この子どもたちに特別の指導をしようということで、通級指導教室を咸宜小学校に置いております。
この通級指導教室で、咸宜小学校や市内の他の学校の子どもたちが指導を受けるわけです。

同じように他の市町村から通級指導を受けようとする時の要綱を定めようとするものです。

そこで第２条にありますように通級教室において通級による指導を受けさせることが適当と判断される児童生徒の在籍する教育委員会は、日田市教育委員会に対し、当該児童生徒の指名等を申請するものとする。
それを受けて、通級指導校の校長が、指導担当時間に十分な余裕があると判断した時、２番目に該当児童生徒が、学習障がい等の診断を専門機関等から受けている場合、３番目に該当児童生徒の保護者が責任を持って送迎する旨について同意した場合の３点を満たした場合、他市町村からの通級児童生徒を受け入れるものです。

これを受けて、第３条にありますように、通級指導の校長は、当該児童又は生徒に係る通級指導校における指導内容及び指導時間を、在学校の校長に通知するとともに、日田市教育委員会に提出するものとなっております。

第４条は、第２条の３つの項目の一つでも該当しなくなった場合は、通級指導を終了する旨を定めたものです。

以上でございます。

只今説明のありました、議案第８号についてご意見ご質問はありませんか。
通級という意味を教えてください。
学習障がい等を持っている子どもを、通級教室という教室がありますのでそこに通わせて、その子に似合った学習を行なうとか、対人関係に問題がある場合や情緒が落ち着かない場合等がありますので、その子にあった指導を行なっていくものです。
障がい等で勉強に付いていけない子どもを、特別に指導する教室では無いのですね。
日隈小学校に言語治療教室というものがあります。
吃音であるとか幼児音がなかなか抜けない子どもさんがいらっしゃいます。

この子達を放課後に連れてきて指導するというもので、常時居るわけではありません。

一週間の間の、いずれかの時間に行って指導を受けるというものです。

今のところ日田市には、学習障がいのための教室と言語治療教室の２種類があります。
はい。分かりました。
日田市では、何処の学校に設置されていますか。

言語は日隈小学校と三芳小です。情緒などの学習障害は咸宜です。

他市町村の範囲は、限定されていますか。

それは限定されていません。保護者が送迎していただきますので、それができる範囲となりますと限定されてくると思います。
それではどうしても福岡県から来たいとなったときはどうしますか。

現実には無いと思います。県内の他の市町村からとなってくると思います。

これは、養護学校とは違うのですね。
養護学校は、在籍するしかありません。相談は受けます。
他にご質問はありませんか。
無ければ、議案第８号は、原案の通り決することといたします。

次の議案をお願いします。

議案第９号　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例の制定について、文化財保護課お願いします。
議案集の16ページから20ページをお願いします。

議案第９号　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例の制定についてをお願いいたします。

制定の理由ですが、咸宜園や廣瀬淡窓等に関する調査研究及び関係資料の収集、公開等を行うことにより、その理解を深め、宜風の浸透を図ることをもって、教育、学術や文化の向上に寄与することを目的として咸宜園教育研究センターを設置するものです。

第１条は、設置の目的でございます。

第２条は、名称と位置でございます。名称は、咸宜園教育研究センター、位置は日田市淡窓２丁目２番18号でございます。

ここで行なう業務を第３条に定めております。１号から４号のほかに５号では、前４項のほか、センターの運営に関する事務のうち、教育委員会が必要と認める業務をあげています。
第４条は、開館時間と休館日を定めています。

開館時間は、午前９時から午後５時まで、休館日は、水曜と12月29日から翌年の１月３日までとしています。

入館料は、第５条で無料としています。

８条では、研修室の利用についてとなっています。

研修室を利用する場合は、あらかじめ教育委員会の許可を受けなければならないとしております。

研修室の利用許可を受けた者は、第12条で利用料を前納しなければなりません。使用料は、別表で１時間につき320円としています。

利用時間は、原則３時間を限度としています。

また、常設電灯以外の電気を利用する場合は、1回につき410円、冷暖房を利用する時は、1時間につき200円を加算するとしています。

第６条からは、入館の制限、利用許可の制限、目的外利用や権利譲渡の禁止

第13条では、使用料の減免などを定めております。

第14条では、利用料の不還付、15条では研究センターに運営委員会を設置することとしています。
次に付帯事項ですが、施行期日ですが、オープンの日を決めておりません。
展示物の整理など準備がありますので、公布の日から起算して７月を越えない範囲において教育委員会で決定することとしています。
ただし、運営委員会の設置については本年４月１日からとしています。
オープンの日ですが、今のところ９月までには行ないたいと考えています。
それと、日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例に咸宜園教育研究センター運営委員会委員を追加し、日額を５千円と定めるものです。
以上でございます。
ありがとうございました。
只今の議案第９号についてご意見ご質問はありませんか。

職員の配置も大分いるのでは無いでしょうか。
所管は文化財保護課となりますが、研究や資料の収集、さらにセンターの運営などもありますので職員の配置も考えています。

今はまだ人選を行なっておりますので人数も決まっておりません。
別紙として教育研究センターで行う業務を別紙でつけております。

この通りにできれば素晴らしい施設になると思っていますが、なるべく近づけるように頑張りたいと思っています。
先日、現地をご覧頂きましたが配置図を一緒に付けています。

私たちも今度水戸市に行きますので勉強してきたいと思います。
それでは、議案第９号は原案の通り決定することといたします。
次に議案第10号　日田市鯛生スポーツセンターの指定管理者の指定について、お願いします。

体育保健課でございます。資料の21ページをお願いいたします。

議案第10号　日田市鯛生スポーツセンターの指定管理者の指定について、でございます。

下の表にありますように、対象となる施設は日田市鯛生スポーツセンターでございます。この施設は、平成17年度から平成21年度まで（財）中津江地球財団を指定管理者に指定をいたしております。

今度の3月末で指定管理者への指定管理期間が切れますので、平成22年度から5カ年間の指定管理者の相手方を指定しようとするものです。
　指定管理者は、（財）中津江地球財団を指定管理者に予定しています。
地方自治法第244条の２第６項の規定で、指定管理者の指定については議会の議決が必要なことから、今回の市議会定例会に上程しようとするものです。
以上でございます。

ありがとうございました。

只今説明のありました、議案第10号についてご意見ご質問はありませんか。

日田市鯛生スポーツセンターの範囲は、何処までになるのでしょうか。
現地をご存知でしょうか。県道から上がりついた、宿泊施設、研修所、更にはカメルーンが来たときに使用した芝生のグランドが４面ございます。

あちらの施設になります。

隣接して海洋センターの体育館とプールがございます。

今回は、こちらの海洋センターは対象となっておりません。
金山は、何処が指定管理者なのでしょうか。
こちらも地球財団でございます。

ほかにございませんか。

無ければ議案第10号は、原案の通り議決するものといたします。

次に報告事項をお願いします。

全国学力・学習状況調査結果について、学校教育課お願いします。
全国学力・学習状況調査結果についてご報告いたします。

市報等で市の実施分、県の実施分、国の実施分とお知らせをしてまいりました。

年間分を本日まとめて教育委員さんにご報告いたします。

ご覧の通り、得点等を書いておりますが、小学校４年生国語・算数共に全国平均を上回っております。

小学校５年生の大分県実施分についても国語・算数、いずれも県平均を上回っています。

達成率も同じでございます。

小学校６年生、文部科学省の実施分ですが、これも国語ＡＢ、算数ＡＢ、

Ａは、基礎基本でございます。Ｂは、それを使えるかでございますが、これについても日田市は全国平均を上回っています。

中学校1年生の日田市実施分ですが、これにつきましても国語、算数、理科、社会、全てにおいて全国平均を上回っております。
中学校１年生実施分ですから、これは小学校６年生で身につけた力でございます。

中学校２年生、これは大分県実施分でございます。

国語、上回っています。数学、少し低くなっています。

英語、同列でございます。

中学３年生、文部科学省実施分です。

国語、数学についてです。国語ＡＢ共に全国平均を上回っています。

数学のＡについては全国並み。Ｂについては下回っています。

中学校３年生では、市の予算で英語、理科、社会を実施しています。

英語が少し下がっています。社会も理科も上回っています。

この結果から、日田市の小中学生は、全国的にも頑張っているのではないかと思われます。

これからは中学校の英語、数学に弱いところがありますので来年度は、英語と数学、それぞれ専門の教員で作る部会というものがありますので、そこを使って英語、数学の授業力を高めて子どもたちの学力を付けていこうと考えています。
日田市では、自分のいる学校が全国でどのような位置にあるかを大事にしたいので、予算議案で説明いたしましたように、国が抽出といたしましたので、対象とならない学校でも同じように学力調査を続けて行きたいと思います。

以上でございます。

ありがとうございました。
只今の全国学力・学習状況調査の結果についてご意見ご質問はありませんか。

対象者は、全員ですか。例えば４年生なら全員が対象であるとか。
そうでございます。
これは、同じ問題で同じ日にするのですか。
全国学力調査のある日に行うようになっています。
そうしないといけません。

先生が先に問題を見たりとかしていないですね。

はい。しておりません。
テストのための勉強をすることができるのですが、そういうことはしていないのですね。
この全国調査は、４月の20日前に行ないます。

この調査が始まる前、学校は普通に授業が行われています。

つまり３月は春休みがあります。そして学年があがります。一番大事なことは、新しい学年になっても３年生は３年生で、そして４年生では４年生の授業というものがあります。

従って、テストのための勉強というものはいたしません。

学力調査と一緒に生活状況調査というものもありますね。

その状況はどうでしたか。

日田市では、全国の状況と比べて少し弱いのは、家庭での学習時間の使い方が弱いと出ています。

そこで昨年から、家庭学習の手引きというものを作り、各家庭に配布しながら家庭での過ごし方の提案を行なっています。

あと、地域の色々な行事への参加というのは、全国を上回っています。
ありがとうございます。
この調査の結果の良い秋田や福井の子どもたちの生活状況と比べてみると良いのではないでしょうか。
今ここに資料は持ち合わせませんが、比べてみても特に変わったところはありません。

何が違うかというと、秋田や福井で新しいことを行なっているわけではありません。

ただ、大事なことはそのことを徹底させているかどうかということです。
日田市は、毎年大分県下ではトップの位置にいます。
皆さんのおかげです。ありがとうございます。

それでは次をお願いします。

小中学校の臨場（案）について、学校教育課お願いします。
学校名と時間を記述しております。概ね、小学校が５日、中学校が10日となっております。

４月には人事異動もございますので、退職されます方については氏名を記入しておりませんが、それぞれ職名の方々にお願いしたいと思います。

なお、入学式当日の動きは、卒業式の臨場案内の際にお配りしましたものを参考にしていただきたいと思います。
以上です。

次をお願いします。
寄附採納１月分について、お願いします。
資料に基づいて説明。
来月の報告になると思いますが、先日、（社）日田玖珠法人会から小学校の新入学児童に防犯ブザーをいただきました。
610個で32万円分です。
中央発條工業の竹内さん、三隈工業の宮崎さん、事務局長の髙倉さんでした。

この場をお借りしてご報告いたします。

その他をお願いします。
第37回日田市社会教育振興大会について、生涯学習課お願いします。
別紙の資料をご覧ください。
第37回日田市社会教育振興大会が、６日土曜日に中央公民館ホールで開催されます。

大会の趣旨でございますが、生涯学習の理念に立ち、日田市の社会教育振興等の奨励に寄与した個人及び団体を顕彰することにより、社会教育の推進や公民館活動について、幅広く市民や関係者に理解と協力を求めるとともに、社会教育関係団体の活動のあり方や活性化について研修することにより、社会教育の振興、発展に資するものでございます。

今年度は、個人が５名、団体を５団体表彰いたします。更に、大分大学高等教育開発センターの准教授　岡田正彦先生に「ひろがる、つながる、ためにどうする？」と題して講演をいただくこととしております。
休日になりますが教育委員の皆様方、更には課長さん方の出席をお願いいたします。

よろしくお願いいたします。

ひたの鵜飼シンポジウムについて、お願いします。

別紙の資料をご覧ください。
県の無形民俗文化財に指定されております日田の鵜飼について、昨年と今年度、鵜飼の保存と伝承に必要な歴史資料を調査収集して記録保存を行なうための調査を行なっており、その調査成果を市民に向けて公開し、日田の鵜飼の魅力について再認識する機会として本シンポジウムを開催するものです。

日時は、３月７日日曜日の午後1時30分からで、場所はパトリアの小ホールです。
調査を委託した別府大学の段上先生の講演に先立ち、国立歴史民俗博物館名誉教授の篠原　徹氏に基調講演をいただきます。

そして、パネルディスカッションを長良川の鵜匠代表の山下氏、宇治市の女性鵜匠の澤木さん、そして日田の鵜匠さんを交えて、「鵜飼の魅力と伝承」について、意見を交換していただきます。

これを機会に日田の鵜匠を見直していただきたいと思います。
皆さんの参加をお願いいたします。
次に３月の定例会の日程をお願いします。
３月の定例教育委員会は、25日（木）、午後３時から開催したいと思います。
次回の定例教育委員会は、３月25日（木）の午後３時からです。
皆さん、日程の調整をお願いいたします。

この後、教職員の幹部異動についてご協議をお願いいたしますので、教育委員の方は、3階の応接室へお願いいたします。
（応接室へ移動）

議案第11号　教職員の人事異動について、学校教育課長が説明いたします。

議案の資料に基づいて説明。

ご質問ご意見はございませんか。

無ければ議案第11号は、原案の通りといたします。

以上で本日の会議を終了いたします。

本日は、お疲れ様でした。

４時48分終了
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